
◎は新規施策分

○は大幅増額分

1 国補正予算（経済対策）への対応

〇県立学校感染拡大防止対策事業費
　県立学校での感染拡大を防止するための必要な衛生用品等を整備する。
整備内容 高圧蒸気滅菌器、CO２モニター、アルコール消毒液　など
負担区分 国1/2　県1/2
（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を充当）

◎特別支援学校衛生施設整備費
　衛生環境設備の老朽化対策と感染リスクの低減に向けた衛生安全対策を実施する。
対象校 しげのぶ、宇和（知）など　７校
整備内容 多目的トイレの整備、老朽化設備の更新、洋式化等
負担区分 国1/3　県2/3

公立高等学校等奨学給付金交付事業費
　感染症の影響により生活が困窮する低所得世帯の高校生等を支援する。
対象者 ２年度奨学給付金受給世帯

（年収270万円未満相当、生活保護世帯を除く）
支給額 全日制（第１子） 26,100円

全日制（第２子以降）、通信制・専攻科 12,000円
負担区分 国10/10

◎デジタル化対応産業教育設備整備費
　地域の産業界を支える職業人材を育成するため、職業学科設置校の産業教育設備の充実を
図る。
工業学科
対象校 松山工業、今治工業　など　７校
導入設備 高精細３Ｄプリンタ、レーザー加工機等

農業学科
対象校 丹原、伊予農　など　11校
導入設備 複合環境制御装置、レーザー加工システム、人工気象器等

水産・総合・家庭学科
対象校 宇和島水産、川之石　など　４校
導入設備 漁艇、内部品質センサー、調理実習台等

産業教育ＩＣＴ機器の更新
対象校 三島、宇和島東　など　８校

負担区分 国1/3　県2/3

２ 一般政策経費

県立学校教育環境整備基金積立金
　教育環境の整備・充実を図るため、その資金を事前に積み立てる。
事業内容 ＩＣＴ機器、産業教育設備の整備　など

３ 減額補正分

災害復旧・復興対応被災児童生徒就学支援事業費
対象生徒数が見込みを下回ったため

外国語指導助手招致事業費
事業実績が見込みを下回ったため
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新規採用教員研修費
事業実績が見込みを下回ったため

教職員研修旅費
事業実績が見込みを下回ったため

公立高等学校等就学支援金補助金
対象生徒数が見込みを下回ったため

公立高等学校等奨学給付金交付事業費
対象生徒数が見込みを下回ったため

特別支援学校就学奨励費
対象生徒数が見込みを下回ったため

県立学校生徒等一人１台端末緊急整備事業費
事業実績が見込みを下回ったため
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